
＜教育長だより 103号 朳差岳朝日に映えて 令和 8年 9月 18日＞ 

感動と笑顔が広がる 

～高齢者大学交流会～ 

  教育長 津野庄一郎 

「感動こそがストレスに負けな

い最大の秘訣
ひ け つ

。そして、長生きのコツ

である」―精神科医・斎藤茂
しげ

太
た

氏

（1916～2006）の言葉です。 

17 日（木）村上市民ふれあいセン

ターで、北部・南部合同三大学交流会

「かがやき元気フェス 2026」が開催

され、村上市と関川村の 6 つの高齢

者大学から約300名の学生が集いました。関川村からは27名が参加しました。 

開会式では北部を代表して「むらかみ長寿大学」の板垣
いたがき

和伸
かずのぶ

学長が挨拶。半

世紀の歴史を紡いだ高齢者大学の取組みを称えつつ、「年齢を重ねても、感動

する心を大切にしてほしい」と参加者に呼びかけました。 

午前の「記念公演会」では、地元の音楽家によるピアノとシンセサイザーの

演奏、そして羽黒神社雅楽
が が く

会による演奏が披露され、会場は新鮮な音色に包ま

れました。世界最古のオーケストラとも言われる日本の伝統音楽・雅楽と、西

洋の楽器であるピアノ、さらには現代音楽を奏でるシンセサイザーによるコラ

ボレーションも行われ、宮崎駿
はやお

監督のアニメ映画「もののけ姫」の楽曲などが

演奏されました。参加者からは「初めて雅楽の音を生で聞いて、とても感動し

ました」との声も聞かれました。 

午後は各会場に分かれ、レクダンスや脳トレ、歌声（コーラス）、おしゃべり

カフェ（抹茶
まっちゃ

）など、それぞれが楽しい活動に参加しました。皆さん大いに笑

い、大いに歌い、体を動かし、会の初めと終わりでは学生の皆さんの表情も一

段と明るくなり、若返ったようでした。また、企画・運営にあたった各大学の

スタッフの皆さんの、心のこもったおもてなしにも心を打たれました。 

来年度は、4年に 1度の 6大学交流会にあたる年です。これからも皆さん

が大学を卒業することなく、元気に集い、学び合い、交流を深めていくこを

願っています。   ＜【写真】上：記念演奏会の様子  下：レクダンスを楽しむ学生＞ 


